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やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙

広報　　　

今月の
表紙

９月10日、今年度の新規事業「お楽しみ給食」が実施されました。
子どもたちの心と体を元気にすることを目的に、月に1回実施されます。
この日のメニューは、矢掛産の野菜を取り入れた「矢掛夏カレー・牛乳・
アスパラサラダ・矢掛玉プレミアムトマト」でした。（関連記事は10ページ）



中
川
小
学
校

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
か
ら
2
ヶ
月

　現
況
報
告
と
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
広
報
や
か

げ
８
月
号
で
は
、
被
災
状
況
や
対
応
記
録
に
つ
い
て
写
真
を
交
え
な

が
ら
特
集
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
最
新
の
被
害
状
況
や
破
堤
箇
所
、
公
共
施
設
の
現
状
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
様
へ
再
度
手
続
き

等
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
以
外
に
も
、
支
援

制
度
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
　
☎（
82
）１
０
１
０

区　　分 戸数 摘　　　　　　　要

土
砂
災
害

全 壊 1 横谷地内
大規模半壊 −
半 壊 2 下高末・浅海地内

一 部 損 壊 28 矢2・美11・三3・山2・川3・
中5・小2

小　　計 31

床
上
浸
水

全 壊 3 東川面・本堀・浅海地内
大規模半壊 19 山2・川2・中14・小1
半 壊 213 矢1・山21・川58・中49・小84
一 部 損 壊 17 山6・中1・小10
小　　計 252

床下浸水 79
計 362

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
８
月
31
日
現
在
の
住
家
被
害
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
り
災
証
明
書
の
認
定
数
を
も
と
に
し
て
お
り
、
現
在
も
調
査
中
で
す
。

（
左
記
表
中
は
、
矢
掛
＝
矢
、
美
川
＝
美
、
三
谷
＝
三
、
山
田
＝
山
、
川
面
＝
川
、
中
川
＝
中
、

小
田
＝
小
で
表
記
し
て
い
ま
す
。）

　
浸
水
被
害
が
激
し
か
っ
た
校
舎
1
階
や

体
育
館
を
1
億
4
千
6
百
万
円
で
改
修

し
、
平
成
31
年
1
月
の
復
旧
を
目
指
し
ま

す
。

　
現
在
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
2
台
を
利
用

し
、
川
面
小
学
校
へ
通
学
し
て
い
ま
す
。

江
良
地
内
か
ら
小
田
川
、
本

堀
方
面
を
望
む
。

（
写
真
右
は
7
月
7
日
、
写

真
左
は
現
在
の
様
子
。）

被災直後

現　在

矢
掛
町
の
被
害
状
況

り
災
お
よ
び
被
災
証
明
書
の

　
　発
行
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

①「
り
災
証
明
書
」は
、
住
家
が
災
害
の
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
被
災
者

支
援
制
度
や
税
金
の
減
免
、
各
種
の
融
資
の
申

請
な
ど
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②「
被
災
証
明
書
」は
、非
住
家
（
店
舗
、倉
庫
、

工
場
、
事
務
所
、
空
家
）
や
車
両
等
が
災
害
の

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

◦
申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
印
鑑
、
身

分
証
明
書
、
委
任
状
、
状
況
写
真

※
申
請
書
は
役
場
で
記
入
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
町
民
課
　
☎（
82
）１
０
１
１

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
も

　
　
　
　
　
　
　ご
相
談
く
だ
さ
い

　
災
害
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
の
被
害
を
受
け
、
被
災
し
た
住
宅
の
居
室
、

台
所
、
ト
イ
レ
等
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限

度
の
部
分
を
応
急
的
に
修
理
す
る
必
要
が
あ
る

人
に
つ
い
て
、
応
急
的
な
修
理
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者

①
災
害
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
し
た
人

②
自
ら
修
理
す
る
資
力
の
な
い
人
（
大
規
模
半

壊
の
場
合
は
資
力
不
問
）

　
右
記
に
該
当
す
る
修
理
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
課
　
☎（
82
）１
０
１
4

見
舞
金
・
支
援
金
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　
　お
済
み
で
す
か
？

①
矢
掛
町
見
舞
金
（
現
金
支
給
）

◦
金
　額
　床
上
浸
水
以
上
の
被
害
　
10
万
円

　
　
　
　
　
床
下
浸
水
の
被
害
　
5
万
円

◦
対
　象
　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
当
時
、

町
内
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

　
※
申
請
者
は
世
帯
主

◦
支
給
物
件
　
居
住
し
て
い
た
住
家

◦
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
り
災
証
明
書
・
身

分
証
明
書
・
印
鑑
・
委
任
状

②
矢
掛
町
災
害
支
援
金
（
指
定
口
座
へ
振
込
）

◦
金
　額
　
全
壊
世
帯
　
１
５
０
万
円

　
　
　
　
　
大
規
模
半
壊
世
帯
　
75
万
円

　
　
　
　
　
半
壊
世
帯
　
30
万
円

◦
対
　象
　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、
半

壊
以
上
の
住
家
で
町
内
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

◦
支
給
物
件
　
居
住
し
て
い
た
住
家

◦
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
①
の
申
請
に
加
え
、

世
帯
主
名
義
の
振
込
先
の
金
融
機
関
の
通
帳

③
岡
山
県
義
援
金
（
指
定
口
座
へ
振
込
）

◦
金
　額
　
岡
山
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
義
援
金

は
、
複
数
回
に
わ
た
り
矢
掛
町
へ
送
金
さ
れ
ま

す
の
で
、適
宜
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

そ
の
際
、
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
対
　象
　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
住
家

で
町
内
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

◦
支
給
要
件
　
軽
傷
者
、
全
壊
、
半
壊
、
一
部

損
壊

◦
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
右
記
の
①
、
②
の

申
請
と
同
様
の
も
の
。

■問
総
務
企
画
課
　
☎（
82
）１
０
１
０

　
保
健
福
祉
課
　
☎（
82
）１
０
１
３
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中
川
公
民
館

中
川
保
育
園

破
堤
箇
所
の
復
旧
状
況

本堀地内小田川
破　 堤　 箇　 所

江良地内小田川
破 堤 箇 所

東川面地内小田川
破　 堤　 箇　 所

中 地 内 原 川
破 堤 箇 所

　
小
田
川
の
堤
防
に
つ
い
て
は
、
現
在
仮
復
旧
の
状
態
で
す
。

　
今
後
、
来
年
の
梅
雨
時
期
ま
で
の
本
復
旧
を
目
標
に
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
９
月

下
旬
頃
か
ら
雑
木
の
伐
採
や
川
底
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
い
ま
す
。

　
中
川
公
民
館
で
は
、
計
画
し
て
い
た
公
民

館
講
座
、
盆
踊
り
等
の
公
民
館
行
事
が
災
害

に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
費
と

し
て
３
千
９
百
万
円
を
計
上
し
、
平
成
31
年

３
月
末
ま
で
の
復
旧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
矢
掛
保
育
園
と
小
田
保
育
園
に
分

か
れ
て
保
育
を
し
て
い
ま
す
。
復
旧
費
と
し

て
６
千
９
百
万
円
を
計
上
し
、
平
成
31
年
３

月
末
の
再
開
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
９
月
上
旬
に
保
護
者
説
明
会
を
行
い
、
現

状
と
今
後
の
予
定
を
説
明
し
ま
し
た
。

被災直後

現　在

被災直後

現　在

災
害
ご
み
の
処
理
に
お
困
り
の
方

　
８
月
19
日
を
も
っ
て
江
良
地
内
の
協
和
興
産

㈱
東
隣
の
災
害
ご
み
仮
置
き
場
は
閉
鎖
し
ま
し

た
。

　
閉
鎖
後
の
災
害
ご
み
の
搬
入
は
、
次
の
場
所

へ
搬
入
で
き
ま
す
。

◦
可
燃
ご
み
　
井
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　�（
月
～
金�

午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
第
１
、

第
3
木
曜
日
は
午
後
9
時
ま
で
搬
入
可
）

◦
不
燃
ご
み
　
井
笠
広
域
資
源
化
セ
ン
タ
ー

（
月
～
金�

午
前
9
時
～
正
午
　
※
役
場
町
民
課

で
発
行
し
た
許
可
書
が
必
要
）

※
土
砂
に
つ
い
て
は
、
建
設
課（（
82
）１
０
１

４
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
　
☎（
82
）１
０
１
１

被
災
後
の
片
付
け
で
お
困
り
の
方

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
収
束
に
伴
い
９
月
９

日
を
も
っ
て
矢
掛
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
閉
所
し
ま
し
た
。

　
7
月
11
日
の
開
設
か
ら
、
延
べ
１
，
９
７
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
３
９
７
件
の
依
頼
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
依
頼
や
ご
相
談
は
、
閉
所
後
も
引

き
続
き
矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎（
82
）０
８
４
８

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い

　
既
存
住
宅
の
利
便
性
の
向
上
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
町
民
の
人
が
町
内
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
施
工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
対
し
て
、
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
が
、
こ
の
度
被
災
さ
れ
た
住
宅
を

修
理
す
る
場
合
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
対
象
者

①
町
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
住
宅
に
現
に
住

ん
で
い
る
人

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人�

な
ど

◦
補
助
対
象
工
事

�

①
町
内
の
施
工
業
者
（
一
人
親
方
を
含
む
）
が

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
工
事
で
、
見
積
書
と
領
収
書

が
町
内
の
住
所
で
発
行
さ
れ
る
こ
と
。

②
住
宅
の
修
繕
、
補
修
、
模
様
替
え
な
ど
（
※

床
面
積
の
増
加
も
可
）

③
他
の
補
助
制
度
等
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
。

◦
補
助
金
額

　
工
事
費
50
万
円
（
税
込
）
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
し
て
、工
事
費
の
10
％
を
補
助（
上

限
額
40
万
円
）

※
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

し
、
か
つ
実
績
報
告
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

■問
建
設
課
　
☎（
82
）１
０
１
４
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前

野

純

一

佐
々
木

　
　
　潔

清

水

和

希

井
　上
　
　
　隆

間

部

哲

典

小

板

則

生

寺

本

　
淳

山
　本
　圭
一
郎

渡

邉

直

子

谷

川

倫

世

齋
　藤
　
　
　誠

太
　田
　
　
　宏

中

島

大

士

ア
ラ
ガ
　ト
モ
ヒ
サ

イ
ケ
ダ
　ヒ
ロ
ミ

モ
テ
ギ
　カ
ズ
コ

コ
ミ
ヤ
マ
　ヒ
ト
ミ

セ
キ
ド
　フ
キ
コ

ミ
ヤ
ケ
　ミ
　カ

サ
エ
キ
　ア
ツ
コ

サ
カ
ネ
　ア
ラ
タ

ナ
ガ
ミ
ヤ
　キ
ヨ
ミ

ヨ
コ
ミ
ゾ
　ナ
ミ
エ

ヒ
ロ
セ
　イ
チ
ロ
ウ

カ
タ
ヤ
マ
　ミ
キ

モ
リ
ヤ
　ア
キ
カ
ズ

ヨ
シ
ハ
ラ
　ア
ツ
コ

オ
ギ
ノ
　コ
ウ
イ
チ

ヨ
コ
ヤ
マ

　マ
キ

イ
ケ
ダ

　マ
チ
コ

ナ
カ
イ

　ヨ
ウ
ジ

カ
ワ
カ
ミ

　フ
ミ
コ

難
　波
　優
美
子

山

西

幸

男

塩

田

精

一

岡

村

幸

一

立

花

英

治

守

安

治

雄

松

下

一

道

浅

尾

啓

史

宮
　島
　
　
　渉

澤

根

奈

保

向

井

真

行

川
　上
　
　
　博

守
　屋
　可
奈
子

岡

田

陽

子

上

田

裕

子

杉

田

繁

治

鹿

糠

伸

次

齋
　藤
　
　
　学

山
　田
　
　
　絢

伊

藤

義

浩

高

山

美

果

岡

田

裕

明

谷

森

直

人

池

田

治

子

畔
　柳
　
　
　光

大

橋

敦

哉

白
　川
　
　
　彰

緒
　方
　幸
一
郎

田
　中
　
　
　実

鈴

木

知

之

菰

口

幹

生

山

下

泰

司

吉

村

玲

子

塩

飽

範

子

山
　地
　貴
代
美

黒

田

正

司

松

島

史

緒

山

下

奈

緒

引

田

朱

美

平

松

直

子

角

野

友

美

ペ
ド
ロ
・
テ
シ
ェ
ー
ラ

松
　田
　小
夜
子

平
　田
　由
紀
子

植

田

利

夫

大
　森
　
　
　望

池

田

篤

史

船

尾

直

美

野

村

康

野

池
　野
　
　
　透

田

邉

正

憲

河
　上
　
　
　功

田

口

博

久

井
　上
　
　
　毅

井

上

直

人

髙

草

健

作

才

本

由

美

徳

永

睦

志

落

合

千

幸

吉

田

百

合

神

谷

綾

耶

石

倉

英

樹

小
笠
原

　忠
　雄

土

井

啓

右

若

山

陽

子

小

林

佳

世

陶

山

義

雄

石
　井
　祥
一
郎

田
　淵
　紀
美
子

河

上

哲

也

森

田

孝

義

佐

藤

昭

子

佐

藤

美

子

加

藤

君

恵

田

賀

朋

子

智

片

訓

弘

竹
　原
　由
起
子

則
　竹
　真
佐
子

渋
　谷
　
　
　力

中

村

信

彦

渡

辺

京

子

大

山

久

吉

廣

瀬

知

弘

岩

崎

徳

鳥

越

和

子

長

多

昭

忠

守

岡

克

浩

阿

部

正

之

森
　
　
　圭
　吾

土

屋

寿

子

立

石

国

之

宇
根
岡
　洋
　子

大

内

和

夫

野

宮

弘

恵

藤

井

孝

一

内

田

伸

子

高

山

嘉

尚

池
　田
　新
太
郎

髙

倉

宏

充

濱

中

喜

晴

荒

木

つ

き

佐
々
木
　龍
　三

奥

村

美

稀

矢
　野
　由
美
子

矢

野

忠

生

荒

川

化

学

工

業

株

式

会

社

株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム

株
式
会
社
岡
山
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

株

式

会

社

で

ん

で

ん

丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

矢

掛

放

送

株

式

会

社

株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム
千
葉
支
店

パ
ワ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人
笠
岡
・
小
田
歯
科
医
師
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
井
原

矢
掛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

水

川

内

科

株
式
会
社
鴻
池
組
岡
山
営
業
所

株
式
会
社
鴻
池
組
　職
員
有
志
一
同

内

神

自

治

会

矢
掛
地
区
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会

矢
掛
地
区
盆
踊
り
大
会
来
場
者

矢
掛
病
院
・
た
か
つ
ま
荘

　医
師
一
同

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
フ
ロ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

小

田

あ

す

な

ろ

会

矢

掛

中

川

郵

便

局

小

田

郵

便

局

矢

　
掛

　
大

　
仙

　
院

正

　

　

常

　

　

院

川

面

自

治

協

議

会

三

海

歯

科

医

院

宇

内

自

治

会

金

谷

東

町

内

会

Ｓ

＆

Ｔ

出

版

株

式

会

社

シ

ー

ズ

　

藤

原

家

大

元

鵜

江

神

社

か
た
く
り
の
会
　
有
志
一
同

有

限

会

社

あ

さ

ひ

印

刷

所

日

光

山

輪

王

寺

　
堂

務

部

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
あ
い

有

限

会

社

西

備

サ

ー

ビ

ス

曹

洞

宗

岡

山

県

宗

務

所

西

川

面

清

田

井

町

内

会
L-café

　留
学
生
・
学
生
・
関
係
者
一
同

サ

キ

ナ

株

式

会

社

や

か

げ

宿

　企
業
・
団
体

　個
　
　
　
　人

矢掛町へのご寄付
あ り が と う
ご ざ い ま し た

4,147万1,241円
（８月末現在）

　平成30年 7月豪雨災害に伴
うご寄付は、8月31日までに
個人と企業・団体を合わせて
4,147 万1,241円をお寄せい
ただいています。
　皆様からの温かいご支援は
復興に向けて有効に活用させ
ていただきます。
　8月中にご寄付いただいた
皆様は次のとおりです。

（敬称略・順不同）

※お申し込みいただいた氏名表記の
まま掲載させていただいています。

4平成30年９月号



Information
まちからの

お知らせ

①

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

県
道
矢
掛
寄
島
線

N

里山田住宅分譲地
販売受付開始!!
矢掛町土地開発公社では、里山田住宅分譲地の予約申込を受け付けます。

■問矢掛町土地開発公社（総務企画課内）
　 ☎（82）1010　有線 0522

●付近見取図および区画図

●面積および分譲価格●申込受付開始日時
　　10月 11日㈭　午前 10時～
●受付場所
　　矢掛町土地開発公社
　　（矢掛町役場２階 総務企画課内）
●予約方法
　区画を選ぶ順番を抽選により決定します。
　購入希望の人は、10月11日㈭午前10時までに申
込受付場所にお越しください。その時点で集まられ
た人を対象に抽選を行います。抽選結果により、順
に区画を選択、申込手続きを進めていただきます。
　なお、午前10時以降に来られた人については、
随時申込受付とさせていただきます。
※本人が来られない場合は、委任状が必要です。
（町ホームページからダウンロード）

※面積は測量により多少変更となる可能性があります。
※上記価格とは別に公共下水道受益者負担金（40万円）が必要
となりますが、住宅建築後、町から全額助成があります。

区 画 面積
（㎡）

単　価
（円）

分譲価格
（円）

１号地 261.67㎡ 19,000円 4,971,000円
２号地 242.78㎡ 19,500円 4,734,000円
３号地 243.03㎡ 19,500円 4,739,000円
４号地 243.28㎡ 19,500円 4,743,000円
５号地 255.11㎡ 20,500円 5,229,000円
６号地 253.32㎡ 20,500円 5,193,000円
７号地 253.51㎡ 20,500円 5,196,000円
８号地 254.01㎡ 20,500円 5,207,000円

矢掛町からの助成金
●矢掛町住宅団地促進助成金
　•子育て応援
　　購入者に小学６年生以下の子どもがいる場合（入居日基準）、土地購入費の１割を補助します。
　•上下水道加入負担金相当額（φ13㎜）
　•公共下水道受益者負担金
　•矢掛放送加入金（加入・設置された人が対象）
●定住促進助成金
　年齢、申請時の居住地、３世代世帯等により50万円～ 150万円助成

井原警察署
矢掛幹部派出所

コーポさくら

分
譲
地

小 田 川

←井原 国道486号線 倉敷→

県
道
矢
掛
寄
島
線

浅
口
↓

電柱（予定）

5 平成30年９月号



Information
まちからの

お知らせ

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保
健
師
】
正
職
員 

２
人

●
資
格
要
件
　
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
取
得
ま
た
は
平
成

30
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
申
込
締
切
　
11
月
15
日
㈭
必
着

●
試
験
日
　
一
次
試
験
（
筆
記
）
平
成
30
年
12
月
２
日
㈰

　※

一
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

随
時
募
集

【
調
理
員
】 

嘱
託
職
員 

若
干
名

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
調
理
業
務
経
験
の
あ
る
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
・
矢
掛
寮
・
町
内
保
育
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
　
就
業
時
間
、
休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　※

合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

平
成
30
年
11
月
１
日
採
用
予
定

【
臨
時
事
務
員
】
臨
時
職
員 

１
人

●
資
格
要
件
　
・
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
・
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
・
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
人

●
応
募
期
限
　
10
月
１
日
㈪
必
着

　
　
　
　
　
　※

履
歴
書
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
　
10
月
４
日
㈭

●
試
験
内
容
　
面
接
、
事
務
適
性
検
査
、
性
格
適
性
検
査

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）
を同封して送付してください。

　
が
ん
予
防
事
業
の
普
及
啓
発
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
検
診
を
多
年

に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

が
ん
征
圧
事
業
功
労
感
謝
状（
岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
感
謝
状
）

平
成
31
年
度
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
を
募
集

入園資格

保　育　園
（矢掛・三谷・中川・小田の各保育園）

幼　稚　園
（矢掛・美川・山田・川面の各幼稚園）

申込方法

申込期間 10月1日㈪ ～19日㈮

保 育 料

お問い
合わせ

保護者が家庭外労働、家事以
外の家庭内労働等のため、乳
幼児を家庭で保育することが
できないと認められる場合に
限ります。
（詳しくは町ホームページまた
は回覧文書をご覧ください。）

平成 31 年４月１日に４～５
歳の幼児（平成25年４月２日
～平成27年４月１日生まれ）
お住まいの小学校区により、
※入園する幼稚園が決まって
いますが、幼稚園が無い小学
校区の方も幼稚園を利用でき
ます。（詳しくは回覧文書を
ご覧ください。）

保健福祉課子育て支援室また
は入園を希望する保育園へ備
え付けの入園申込書および必
要証明書類を記入の上、申し
込んでください。

所定の申請書に記入の上、入
園希望の幼稚園へ提出してく
ださい。

無　　料
※延長保育料および保育用品等に
ついては実費負担となります。

※同居している世帯員全員の個人番号（マイナンバー）を記載していただく必要が
あります。

無　　料

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013　有線 0532

各幼稚園または教育委員会教
育課学校教育係
☎（82）2100　有線 0621

6平成30年９月号

　



国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

　国
民
年
金
保
険
（
国
保
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
交
付

し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日

㈰
で
す
。

　９
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10
月
以
降

に
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
10
月
以
降
に
町
民
課

窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

　☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
７
１

Information
まちからの

お知らせ

【見本】

●
募
集
対
象

　矢
掛
で
昔
食
べ
ら
れ
て
い
た
料
理
（
子
供
の
頃
に
食
べ
て
、
印
象
に
残
っ
て
お
り
、
な
つ
か
し

さ
を
感
じ
る
も
の
）
で
、
今
後
「
矢
掛
の
名
物
」
と
な
り
う
る
料
理
（
食
品
）
レ
シ
ピ
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　11
月
30
日
㈮
　午
後
５
時
必
着

　【郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
】

●
応
募
方
法

　【持
参
・
郵
送
】
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
へ
提
出
。

　【Ｅ
メ
ー
ル
】
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
提
出
。

　（メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス chiikishinko@

tow
n.yakage.lg.jp

）

●
審
査
お
よ
び
表
彰

　学
識
経
験
者
、
食
文
化
に
関
す
る
専
門
家
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
優
秀
作
品
に

は
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　【最
優
秀
賞
】
１
点
　賞
金
３
万
円
　
　【優
秀
賞
】
２
点
　賞
金
１
万
円

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　☎（
82
）１
０
１
６

平
成
30
年
度
新
規
事
業

「
矢
掛
の
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
」
募
集

＊�出身地：アメリカ合衆国　マサチューセッツ州
＊好　物：アメリカのバーベキュー
＊趣　味：音楽・スポーツ
　　　　　一番好きな趣味は小説を書くことです（私は将来、小説家になりたいです）。
＊専門科目：歴史と考古学
＊�矢掛町でやりたいこと：矢掛で太鼓や剣道を学びたいです。そして、私は日本語を上手にな
りたいので、たくさんの会話をして、たくさんの友達をつくりたいです。

＊矢掛町のみなさんへのメッセージ：矢掛の皆さん、コミュニティに歓迎してくれて本当にあ
りがとうございます。私は長い間、日本に来たいと思っていました。この機会を与えてくれ
たことに感謝しています。私は、子どもたちに英語を教えることと、矢掛についてもっと学
ぶことを楽しみにしています。大学２年生のときから日本語を勉強しているので、日本語を
少しは話すことができます。見かけたら、気軽に話しかけてくださいね！

＊�出身地：アメリカ合衆国　カリフォルニア州（韓国生まれ。６歳のときにアメリカに移住。）
＊好　物：ラーメンと豆腐
＊趣　味：水泳・ハイキング・映画鑑賞
＊専門科目：英語文学と劇場芸術とアジア系アメリカ人研究
＊�矢掛町でやりたいこと：子どもたちに英語を教えることに加えて、矢掛のお祭りにも参加し、
たくさんの人と友達になりたいです。また、日本のおいしい食べ物をたくさん食べたいです。

＊矢掛町のみなさんへのメッセージ：若くて未熟ですが、私は英語の先生として成長し、この
町の一員になることを楽しみにしています。子どもたちにグローバルな視点を教えたいです。
そして、多様な経験や言語を知ってほしいです。私は韓国系アメリカ人なので、両方の文化
を子どもたちに伝えたいです。まだ日本語を上手に話すことができませんが、理解はできます。
私と話すことを躊躇しないで、たくさん話しかけてくれるとうれしいです。よろしくお願い
します。

見かけたら
声をかけ

てあげてく
ださい。

ゲイレン　メイヒュー
（Galen�Mayhew）
（愛称　ゲイレン）

チュン　スンヒョン
（Chung�Seung�Hyun）

（愛称　ソラ）
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と　き 　9月30日㈰　午前９時～午後４時（雨天開催）
ところ 　倉敷みらい公園（JR倉敷駅北口）
　倉敷市や高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を、市内外に発信する一
大イベント。7月豪雨の影響が残りますが、一部内容を変更し、がんばってい
る高梁川流域を倉敷から市内外へ発信します。
　倉敷市や7月豪雨の被災地域を含む高梁川流域市町、さらには香川や東北か
らさまざまな特産品・ご当地グルメが大集合します。学生たちの元気一杯の
パフォーマンスや、子どもたちに人気のご当地キャラクターが集合するなど、
見て・買って・食べて・体験できる楽しめるイベントです。
◦内　容
【�特産品・老舗ゾーン】倉敷の各地域（倉敷、児島、玉島、つくぼ、真備・
船穂）の特産品・老舗のPRや販売、ご当地グルメなど

【�高梁川流域ゾーン】高梁川流域市町の特産品・ご当地グルメのPRや販売、
観光案内など

【�魅どころステージ】パフォーマンスやご当地キャラクターなど

　　　　　　　　　　　　　　　　■問 倉敷市商工課くらしき地域資源推進室　☎086（426）3406
　　　　　　　　　　　　　　　　　倉敷市コールセンター　☎086（426）3030

「がんばろう！高梁川流域」

～至極の逸品～くらしきフェア
高梁川流域圏の広域
連携に係る広報紙面
交流記事です

Information
まちからの

お知らせ

　これらの手当を新規に受けるためには届出が必要で、支給開始は申請した翌月分からとなります。
ただし、審査により要件を満たさないときは、支給できない場合があります。
　詳しくはお問い合わせください。

■問 保健福祉課福祉推進係・子育て支援室　☎（82）1013  有線　0532

児童・福祉に関する各種手当のお知らせ
必ず申請が必要です

全部支給 42,500 円
一部支給 42,490 円 ～ 10,030 円

加算
第２子 10,040 円 ～  5,020 円

第３子以降 6,020 円 ～3,010 円（１人につき）

1級（重度） 51,700 円
2級（中度） 34,430 円

対　象　者 支給額（月額）

20 歳未満 14,650 円
20歳以上 26,940 円

対　象　者 支給額（月額）

●児童扶養手当
　父または母がいない家庭や、実質的に父または母の
いない家庭で 18 歳到達後最初の 3 月 31 日まで（障
がいがある場合は 20歳未満）の児童を監護または養育
している人に対して支給される手当です。
※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による
支給制限があります。
●特別児童扶養手当
　心身に障がいのある 20歳未満の児童を養育する父、母または養育
者に対して支給される手当です。
※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があ
ります。

●障がいのある人に対する手当（障害児福祉手当・特別障害者手当）
　障がいのある人の福祉の向上を図ることを目的とした制度です。
心身に重度の障がいがあるため、日常生活において常時介護を必要
とする人に対して支給されます。
※本人、配偶者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があります。
※いずれも在宅で生活していることが条件です。

対　象　者 支給額（月額）
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保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

10月の健康カレンダー

Health  Calendar　OctoberHealth  Calendar　October

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  3日㈬ ２歳児歯科健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～11日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児

受付：午後 2時 30分～4時26日㈮ 精神保健相談
※要事前連絡

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～
開催：午前 9時～午後 1時

17日㈬ 育児相談

18日㈭ 栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  7日㈰
  8日㈪/㈷
14日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。
28日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
21日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(82)０２０２山縣内科医院

と　　き 病　　　院　　　名

●一日も早くスタートを切ろう！トンネルを抜けると
可能性が広がる。
　　「何かおかしい。」「なんでこんなことができない
んだ…」と思うことが増えていました。平気をよそ
おっていたけど、ハラハラすることが多く、「どう
しちゃったんだろう…」と自分で自分が嫌になる毎
日。医師に「認知症です。」と言われたときは、信
じられなかったけど、どこかでホッとしている自分
がいました。今まで、不思議に思っていたことが、
病気のせいだと分かって、すっきりしたのです。病
院に行くのは、ちょっと怖いけど、迷っていないで、
勇気を出して、早く病院に行った方がいいですよ。

●認知症の古いイメージに縛られず、新しいイメージ
を持とう！
　　世間の多くの人は、「認知症になると何も分から
なくなる。何もできなくなる。」という古いイメー
ジを持っています。自分も最初は、そう思いこみ、
絶望し、生きる自信や気力を一気に失った時期があ
りました。でも、実際は違いました。分かること、
できることもたくさんあります。支えられる一方に
なるわけではなく、新しいことを学んだり、やりた
いことにチャレンジすることもできます。家族や地
域のために役にたてる
ことだってあります。
古いイメージに縛られ
ず、よりよく生きる可
能性を見つけてくださ
い。

●今の自分の状況と必要なこと…自分の思いを話しま
しょう！
　　認知症は外からは見えにくい障害です。周囲にな
かなか分かってもらえず、つらい思いをしたり、誤
解されてしまう残念な場合もしばしばあります。「な
ぜ分かってくれないんだ！」と嘆いたり、怒ってい
ると、ますます周りと仲が悪くなってしまいます。
だからこそ、今の自分の状況と、今の自分に何が必
要なのか、自分から話すことが必要なのです。その
方が、周りの人も、認知症の人の行動を「なんだ、
そうだったのか」と理解しやすくなって助かります。
周りの人は、その声に、耳を傾けてあげてください。

●できないことは無理にさせないでください。できる
ことは大切にしたいので、どうかさせてください。
　　できなくなることが徐々に増えていくのは、辛い
ことです。できなくなることをクヨクヨ悩みがちで
すが、そこにエネルギーを使っても、もったいない
のです。できないことは割り切り、できることに目
を向けさせてください。できなくなったことを人に
言うのは、最初は恥ずかしいです。でも、お互いの
安心と安全を守って、仲良く暮らしていくために「こ
れはできなくなった」「これはできる」ということ
を整理していくことは必要です。できることがある
というのは、生きていく自信につながります。今、
できていることを、「できないだろう」と決めつけて、
私から取り上げないでください。生きていく自信を、
持ち続けさせてください。

　９月は、世界アルツハイマー月間で、世界各国で認知症の啓発活動が行われています。
　認知症という病気や予防の話しもありますが、今回は、認知症になった人達の声を紹介したいと思います。

一足先に認知症になった私たちからあなたへ…

9 平成30年９月号
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まちの
わだい

　平成30年７月豪雨で横谷地内で発生した土砂崩れ
の中から80代女性の救助に貢献した功績から、西木
辰弥氏（倉敷市）、三谷地区自治協議会長の江尻茂男
氏（横谷）、矢掛町議会議員の田中輝夫氏（横谷）に
感謝状が送られました。
　西木氏は、土砂で崩れた家屋の中から女性の声を
確認し、息子とともにチェーンソーやバールで壁を
崩すなどして救出。江尻氏と田中氏は女性の生存を
確認し、消防へ連絡するなど迅速な行動で人命を救
出しました。

夏の風物詩、小唄おどり盛大に

災害現場からの人命救助に感謝状

　９月10日、町内の幼・小・中学校で矢掛町産の
食材や季節の果物を中心に使用した「お楽しみ給食」
が実施されました。
　お楽しみ給食は、今年度の新規事業として毎月１
回次世代を担う子どもたちに、心と体を健康的に元
気にする献立内容で給食を提供し、残食ゼロを目指
すという試みです。この日の献立は、矢掛町産の野
菜を使った矢掛夏カレー、牛乳、アスパラサラダ、
矢掛玉プレミアムトマトで、山野町長も同席する中、
子どもたちは楽しく給食を食べました。

お楽しみ給食で心と体を健康に
　8月 25日、矢掛商店街で「やかげ小唄おどり」
が開催されました。
　岡山県警音楽隊や矢掛小学校６年生鼓笛隊による
パレードが行われた後、商店街の東西から揃いの浴
衣と網笠姿の踊り子たち約60人が舞を披露しなが
ら歩を進め、その後４か所に分かれて輪踊りを行い
ました。
　矢掛の四季を唄った「矢掛小唄」にあわせた踊り
子たちの優美な舞を一目見ようと沿道には多くの観
客やカメラマンでにぎわいました。

↑やかげ町家交流館前で輪踊りを披露する踊り子たち。

　７月26日～８月６日の12日間、町内の小・中・
高校生６人がオーストラリアへホームステイを実施
しました。
　これは、今年度の新規事業として町内の小・中学
校および矢掛高校の児童・生徒に英語学習の大切さ
や実際に海外に行って経験を積んでもらうことを目
的に新たに実施された事業で、事前面接を経て選出
されました。
　帰国後に行われた報告会では、参加者が日本とオ
ーストラリアの学校の習慣や文化の違い、初めての
海外でびっくりしたことなどを写真を交えて報告し
ました。

海外を経験し成長、青少年海外派遣事業

↑質疑応答も受けながら堂々と発表を行いました。

↑感謝状を受け取る西木氏。
（写真右から）江尻氏と田中氏。→

↑うれしそうに食べ始める児童ら。
←今回の献立。
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今 月 の 出 来 事 まちのわだい

　８月29日、町と県立矢掛高校と矢掛高校同窓会
（川井收治会長）、認定特定非営利活動法人カタリバ
（今村久美代表理事）の４者が、平成30年７月豪雨
災害によって被災し、影響を受けた矢掛高校の生徒
支援を目的にパートナーシップ協定を締結しました。
　これは矢高存続支援の一環でこの度の災害により
避難地からの通学が困難になった生徒たちを支援す
るため、同窓会は22日から JR新倉敷駅間の通学
バスの運行を開始。
　町は同窓会に対して９月議会定例会へ400万円
の補助予算を計上。さらにクラウドファンディング
型ふるさと納税による寄付の活用を行い財源の確保
を行う予定です。

矢高の被災生徒の通学を支援

↑段ボールで就寝スペースを作る児童ら。

100歳のお祝い

全国大会出場選手激励

県建設労働組合小田支部による労力奉仕活動

　８月４日、平
ひら

野
の

友
とも

惠
え

さ
ん（里山田）が100歳の
お誕生日を迎えられまし
た。
　平野さんの長寿の秘訣
は、体を使いよく働いた
ことだそうです。

　2018Ｂ＆Ｇ全国ジュニ
ア水泳競技大会（8/18 東
京都）に出場。（写真右か
ら）矢掛中３年柴

しばぐち

口総
さと

子
こ

さん（小林）、矢掛小６年
柏
かしはら

原彩
あや

寧
ね

さん（里山田）、
山田小５年中

なかしま

島慶
けいいちろう

一郎く
ん（中）。

　８月19日、県建設労
働組合小田支部の組合員
が町内保育園・幼稚園・
小学校で労力奉仕活動を
行い、施設の安全のため
に備品や遊具の補修・修
繕を行いました。この労
力奉仕活動は、毎年行っ
ているものです。

　８月10日、中
なかにし

西猪
い さ

三夫
お

さん（矢掛）が100歳の
お誕生日を迎えられまし
た。
　中西さんの長寿の秘訣
は、青魚を子どものころ
によく食べたことだそう
です。

　第12回全国中学生少
林寺拳法大会（8/18～
19 東京都）に出場。金
光学園中３年 塩

しお

路
じ

雄
ゆう

也
や

く
ん（里山田）（写真右）。
　日本赤十字社東日本大
震災・平成28年熊本地震
災害義援金チャリティー
2018極真祭（同日 京都府）
に出場。金光学園中１年
塩
しお

路
じ

達
たつ

也
や

くん（里山田）

↑協定書を手に記念撮影。

　９月８～９日、小田小学校で町教育委員会と小田
地区自治協議会主催の「矢掛町防災キャンプ」が開
催され、小田小学校４～６年生の児童と保護者、地
域住民ら約８０人が参加しました。
　これは、周辺地域で想定される土砂崩れ等の災害
について学ぶとともに、避難所での生活体験を実施
し、万が一の災害発生時の心構えを養うことを目的
に毎年開催されているものです。
　参加者は、災害ダイヤル体験や段ボールを使った
就寝スペース作り、応急処置や非常食体験を行い、
災害時の避難所生活を体験しました。

防災キャンプ、災害への心構え再認識



　

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　この頃、ようやく秋らしくなり涼しさを感じられるよう
になりました。稲収穫の時期に向かってスッと背を伸ばし

少しずつ色を変えています。この度の災害によりたくさんの汗と涙が地面を濡らしました
が、心にも様々な感情や痛みが沁み渡っていきました。あれから２ヵ月が過ぎました。日々
を大切にして前に進みましょう。時には本を手に取りページをめくったり、雑誌や新聞を開
いて気分転換をしてみてください。職員一同皆様のご来館をお待ちしております。

カウンターからの情景

東京から山間の町に引越した中学3年生の歩。友だ
ちともうまくやってきたはずだった。あの夏、河へ
火を流すまでは…。第159回芥川賞受賞作品。

「送り火」　高橋　弘希／著　文藝春秋

備前蘭学の開祖・児玉順蔵、江戸のエレキテル・マ
ン平賀源内…。岡山ゆかりの蘭学者にスポットをあて、
その業績や最新の研究の成果を紹介したシンポジウ
ムを書籍化。

「岡山蘭学の群像３」
　公益財団法人山陽放送学術文化財団／編著　吉備人出版

図書館のイベント

郷土にゆかりのある人の本（岡山）

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　9月22日㈯　午前10時30分～
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

朝一落語
◆と　き　９月22日㈯　午前9時30分～
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�車家化狐。さんによる楽しい落語

えいごであそぼう
◆と　き　10月 13日㈯　午前10時30分～
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど　※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

展　示　室

収蔵品展　秋から冬へ　会期/12 月 5日（水）まで

やかげ郷土美術館 facebook
いいね！をお願いします↓

おすすめの1冊

町民ギャラリー

◆MOA美術館　矢掛児童作品展
　　　　　　　　　　　　　　　�9月 23日（日）〜30日（日）
◆軸原一男展　ちょこっと軸原ヨウスケ
　　　　　　　　　　　　　　　10月�� 6日（土）〜21日（日）

◆竹永絵里イラストレーション展　世界・日本・矢掛
　　　　　　　　　　　　10月 27日（土）〜11月11日（日）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

は休館日

10月の図書館カレンダー

28 29 30

日

8
1
9
2
10
3

1211
4 5

13
6

14
7
15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
31

火水木金土月

9月の休館日
　18日（火）・25日（火）

岡山県内での発表は初となる本展では、デザイン・ユニット
ＣＯＣＨＡＥ（コチャエ）として活躍し、注目のきっかけと
なった孫。軸原ヨウスケこと「へのへの図案社」によるデザ
インで一堂に展示します。

世界の民族衣装や日本各地の祭りの衣装を中心に、子どもか
ら大人まで楽しめる愛らしいイラスト作品をご紹介します。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

軸原一男作
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面
に
天
花
粉
を
ぬ
ら
れ
て
騒
ぐ

子
ら
の
ま
ぼ
ろ
し�

杉
本

　清
子

気
配
無
き
家
や
瓦
礫
の
残
り
ゐ
る
を
代
行
バ
ス
の

窓
に
見
つ
つ
行
く�

古
城

　
　操

老
人
ホ
ー
ム
の
庭
に
作
り
し
胡
瓜
五
本
み
せ
び
ら

か
し
を
り
高
く
か
か
げ
て�

毛
利

　英
子

猛
暑
の
な
か
昼
夜
を
問
は
ず
作
業
着
に
て
被
災
地

に
向
か
ふ
孫
の
頼
も
し�

坂
川
須
磨
子

被
災
地
に
て
優
し
さ
い
つ
ぱ
い
受
け
た
る
と
孫
の

家
族
が
戻
り
来
た
り
ぬ�

杉
本
萬
壽
子

花
粉
と
び
く
し
や
み
の
止
ま
ぬ
男
の
孫
が
庭
ぢ
ゆ

う
緑
の
季と

き

帰
省
す
る�

鳥
越

　信
子

小
田
川
の
穏
し
き
流
れ
を
見
つ
め
を
り
洪
水
の
災

禍
未
だ
片
付
か
ず�

谷
口

　節
子

床
下
の
排
水
作
業
を
汗
だ
く
で
な
し
く
る
る
若
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
れ
し�

団
迫

　慶
子

暗
闇
に
鈍
く
光
り
て
濁
流
が
押
し
寄
せ
て
く
る
術

は
な
し
嗚
呼�

峰
山

　祥
子

峡
の
水
も
て
廻
る
大
き
水
車
に
て
粉
つ
く
り
ゐ
し

祖
父
の
な
つ
か
し�

浅
田

　英
子

「
あ
さ
が
ほ
は
自
家
受
粉
し
て
種
を
作
る
」と
ラ
ジ

オ
の
先
生
は
て
い
ね
い
に
話
す�

谷
許

　靖
子

石
臼
で
き
な
粉
作
る
を
見
て
を
り
し
わ
れ
ら
姉
妹

は
石
臼
と
り
合
ふ�

石
川
　智
子

水
害
に
座
板
あ
ら
は
な
家
の
内
を
見
て
ゐ
る
月
も

湿
り
が
ち
な
る�

今
井
　京
子

粉
々
に
散
り
し
グ
ラ
ス
の
放
つ
色
う
つ
く
し
け
れ

ば
蹲つ

く
ばひ
て
見
る�

選
　者
　詠

       かさはら ちはや

笠原智勇くん（中）
（H29年 9 月22 日生まれ）
メッセージ

おおきくなぁれ！

 わたなべ

渡邊かすみちゃん（矢掛）
（H29年 9 月26 日生まれ）
幸せで健やかな人生でありま
すように

  　つぼ い  りつ  き

坪井律樹くん（東三成）
（H29年 9 月26 日生まれ）
たくさん笑って、元気いっぱ
い大きくなぁれ！！

       おく  だ あお  と

奥田蒼大くん（矢掛）
（H29年 9 月28 日生まれ）

我が家のアイドル♡
逞しく大きくなぁれ！！

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

★ 対 象 者★　 町内在住で平成 30 年 10 月生まれのお子さん
★応募期限★　平成30年9月28日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年

月日⑤電話番号⑥ 20字程度のメッセージを添えてご応募く
ださい。

★ 応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）
　　　　　　　矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線 0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

10 月生まれ募集中

過
去
は
か
こ
今
の
幸
せ
あ
れ
ば
い
い�

山
元
と
も
え

プ
レ
ゼ
ン
ト
一
つ
で
妻
の
毒
を
抜
く�

池
田

　信
夫

姑
が
一
枚
う
わ
手
ま
た
褒
め
ら
れ
る�

江
尻

　容
子

ち
び
た
鍬
過
ぎ
た
昭
和
を
語
り
だ
す�

椎
葉
つ
と
む

人
生
の
魔
法
に
は
ま
り
夫
消
え
る�

山
縣
の
ぶ
子

生
き
方
を
変
え
る
と
見
え
る
も
の
が
あ
る�

古
村

　愁
水

プ
ロ
ポ
ー
ズ
長
生
き
す
る
と
言
っ
た
人�

鈴
木

　な
つ

思
い
き
り
ム
チ
打
つ
馬
は
無
実
で
す�

田
中

　道
博

あ
れ
こ
れ
と
言
う
て
い
る
間
に
陽
が
沈
む�

田
中

　
　恵

無
我
夢
中
何
を
や
っ
て
も
怖
く
な
い�

渡
辺
ヒ
ロ
コ

退
き
際
の
シ
ナ
リ
オ
な
い
が
波
静
か�

選
　者
　吟

文
化
協
会
川
柳
八
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

巡
り
来
し
八
月
六
日
ト
マ
ト
捥
ぐ�

神
田

　敏
枝

汗
み
ど
ろ
メ
ガ
ネ
も
顔
も
土
埃�

山
岡

　
　笙

秋
立
つ
や
酒
徳
利
に
蔵
の
銘�

山
本

　
　宏

大
出
水
善
意
の
人
の
笑
顔
美
し�

小
川

　敦
子

子
供
等
は
噴
水
目
指
し
一
直
線�

選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
八
月
作
品�

三
宅
信
子
選
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,344人 （±0） 
　男　     6,886人 （＋2） 
　女　     7,458人 （－2）
世帯数　  5,453世帯（＋6）

平成30年９月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ平

成
31
年
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

※
町
内
在
住
の
新
成
人
に
は
、
個
別

に
案
内
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。
町

外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、
矢
掛

町
の
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ

る
人
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
就
学
前
の
親

子
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
今
年

も
開
催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
10
月
20
日
㈯
　
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時

◦
と
こ
ろ
　
町
総
合
運
動
公
園
　
本

陣
ド
ー
ム

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材

◦
内
　容
　
う
ん
ど
う
か
い
遊
び
・

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
・

ミ
ニ
動
物
園
・
屋
台
等

◦
対
象
者
　
就
学
前
の
親
子

■問
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）３
８
６
６

平
成
30
年
度
消
防
写
生
大
会

◦
と
　き
　
９
月
22
日
㈯
　
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

◦
と
こ
ろ
　
井
原
消
防
署
　
車
庫
前

　
※
雨
天
時
は
車
庫
内
に
て
実
施

◦
対
象
者
　
井
原
地
区
消
防
組
合
管

内
小
学
校
児
童
・
幼
稚
園
児
・
保
育

園
児
・
未
就
学
児

◦
そ
の
他
　
当
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
来

て
描
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
さ
れ
る
場
合
は
各
学
校
・
園

を
通
じ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
未
就
学
児
は
直
接
、
井
原
消
防
本

部
予
防
課
ま
で
）

◦
当
日
午
前
８
時
の
時
点
で
警
報（
大

雨
・
暴
風
等
）
が
発
令
さ
れ
て
い
た

場
合
は
、
９
月
24
日
㈪
に
延
期
し
ま

す
。

◦
画
用
紙
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま

す
が
、
ク
レ
ヨ
ン
・
絵
の
具
、
画
板

は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

町
民
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参

加

者

募

集

◦
と
　き
　
10
月
27
日
㈯

◦
と
こ
ろ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
ア
リ

ー
ナ

◦
参
加
対
象
　
町
内
に
居
住
、
も
し

く
は
町
内
在
勤
・
在
学
す
る
者
（
小

学
生
は
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

所
属
し
て
い
る
者
を
含
む
）
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

◦
競
技
部
門

①
小
学
４
年
生
以
下（
男
女
混
合
可
）

②
小
学
６
年
生
以
下
（
男
子
）（
男

女
混
合
可
）

③
小
学
６
年
生
以
下
（
女
子
）（
女

子
の
み
）

④
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

⑤
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
９
月
28
日
㈮
、
10
月
12

日
㈮
、
26
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

相

　
　談

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,344人 （±0） 
　男　     6,886人 （＋2） 
　女　     7,458人 （－2）
世帯数　  5,453世帯（＋6）

平成30年９月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

有料広告

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 9月25日㈫ 10月 1日㈪

手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（7月申請分）10月5日㈮

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（8月申請分） 9月14日㈮

子ども医療費・心身障害者医
療費・ひとり親家庭医療費
　　　　　　　（8月申請分）

9月28日㈮
保健福祉課
福祉推進係

子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

児童手当（6〜9月分） 10月5日㈮
難病者等給付金（4〜9月分）9月28日㈮

※ 口座振替の人は、前日までに残高を確認して
ください。

　 納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

岡
山
県
司
法
書
士
会

「
法
の
日
」無
料
法
律
相
談

◦
と
　き
　
９
月
29
日
㈯
　
午
後
１

時
～
４
時
（
予
約
不
要
）

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
相
談
内
容
　
登
記
全
般
、
成
年
後

見
、
自
己
破
産
、
悪
徳
商
法
、
離
婚
、

賃
貸
借
な
ど

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

■問
司
法
書
士
中
田
大
輔

☎
０
８
６
６（
84
）０
０
０
８

２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
10
月
３
日
㈬
　
午
後

５
時
　
※
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
10
月
10
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。相
談
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
、

順
番
に
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
10
月
17
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

国民年金保険料を
　　納付しましょう

　20歳から60歳までは国民年金への加入
が義務付けられています。将来年金を受け
取ることができないということが無いよう
に国民年金保険料の納付をしましょう。
◦納付の３つのメリット
①将来受け取る年金の増額
将来年金が受けとれるか、額がいくらにな
るかは納付や免除の状況によって変わって
きます。
②社会保険料控除として、所得税・住民税
の控除が可能
家族の保険料を支払った場合でも証明書を
付けると控除可能。
③障害年金の保険料納付要件を満たすこと
が可能
障害年金の受給資格を満たすためには、こ
れまでの保険料の３分の２以上が納付され
ている、または免除になっていること、申
請時から過去１年間未納がないことが条件。
※納付方法による保険料減額もあるので
ご相談ください。
◦納付が困難な時は
保険料免除制度や若年者納付猶予制度を利
用しましょう。
（学生の場合は学生納付特例）
年金事務所や役場町民課で申請できますの
でご相談ください。
■問町民課国保消費生活係
　☎（82）1011　有線0571
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◦
対
象
者
　「
被
災
世
帯
」
ま
た
は

「
炊
き
出
し
用
水
」
や
「
清
掃
用
水
」

等
と
し
て
第
三
者
へ
水
道
を
提
供
し

た
人
で
、
上
下
水
道
使
用
量
の
増
加

を
強
い
ら
れ
た
人

◦
減
免
内
容
　
基
本
料
金
超
過
分
に

つ
い
て
、
災
害
発
生
期
の
使
用
水
量

と
前
年
同
期
の
使
用
水
量
と
の
差
で

減
免
水
量
を
算
出
し
ま
す
。

◦
減
免
方
法
　
減
免
後
の
金
額
で
料

金
を
請
求
し
、
減
免
対
象
者
に
は
減

免
実
施
の
お
知
ら
せ
を
９
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。

◦
申
請
方
法
　
手
続
不
要（
り
災
者・

被
災
者
台
帳
を
も
と
に
、
７
月
・
８

月
の
検
針
結
果
に
よ
り
町
で
把
握
し

ま
す
。）

※
右
記
の
減
免
対
象
に
該
当
し
な
い

場
合
で
赤
水
・
に
ご
り
水
の
排
水
に

伴
う
減
免
申
請
を
行
い
た
い
人
や
、

井
戸
水
使
用
世
帯
等
で
被
災
に
伴
い

下
水
道
使
用
水
量
の
増
加
を
強
い
ら

れ
た
人
は
、
上
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３

し
尿
汲
み
取
り
手
数
料
の

減
免
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
、
汲

み
取
り
の
便
槽
が
冠
水
し
、
し
尿
が

溢
れ
た
家
庭
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
汲
み
取
り
手
数
料
が
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

笠
岡
税
務
署
か
ら
の

お

知

ら

せ

　
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た

時
は
、
確
定
申
告
で
「
所
得
税
法
」

に
定
め
る
雑
損
控
除
ま
た
は
、「
災

害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減

免
除
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
笠
岡
税
務
署

☎
０
８
６
５（
62
）３
１
１
１

精
神
保
健
福
祉
士

国
家
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
平
成
31
年
２
月
２
日

㈯
・
３
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
全
国
７
か
所（
北
海
道
・

宮
城
県
・
東
京
都
・
愛
知
県
・
大
阪

府
・
広
島
県
・
福
岡
県
）

◦
申
込
締
切
　
10
月
５
日
㈮
　
※
当

日
消
印
有
効

■問
公
益
社
団
法
人
社
会
福
祉
振
興
・

試
験
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
４
６
８
）７
５
５
９

農

作

業

事

故

を

無
く
し
ま
し
ょ
う

　
秋
の
農
繁
期
も
安
全
第
一
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
コ
ン
バ
イ
ン
で

の
作
業
中
の
転
落
・
横
転
・
巻
き
込

ま
れ
や
水
路
へ
の
転
落
等
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
を
走
る
と
き
は
、
機

械
の
足
回
り
な
ど
こ
ま
め
に
清
掃
を

し
ま
し
ょ
う
。
使
用
直
後
の
ト
ラ
ク

タ
ー
等
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
道
路

を
走
る
と
、
道
路
に
泥
が
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
大
変
危
険
で

す
。
周
囲
へ
の
配
慮
も
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
イ

ベ
ン
ト
用
の
や
ぐ
ら
を
整
備

　
三
谷
地
区
自
治
協
議
会
で
は
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
（
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
用
の
や
ぐ
ら
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
住
民
に
よ
る
自
主
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の

連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
の
盛
り

上
が
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
「
宝
く
じ
助
成
金
」
と

し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

防
災
士
講
習
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

　
防
災
士
は
、
防
災
に
関
す
る
知
識

を
持
ち
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
を
担
う
人
材
と
し
て
、

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る
資
格

で
す
。
資
格
を
取
得
す
る
に
は
講
座

を
受
講
し
た
後
、
試
験
に
合
格
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
矢
掛
町
で
は
、
資
格
取
得
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
補
助
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
と

　き
　
12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
総
社
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◦
応
募
締
切
　
10
月
12
日
㈮

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

法
務
局
の
常
設
相
談
日
に

つ
い
て

◦
と
　き
　
10
月
３
日
㈬
、10
日
㈬
、

17
日
㈬
、
24
日
㈬
、
31
日
㈬
　
午
前

９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
10
月
19
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

上
下
水
道
料
金
の

減
免
に
つ
い
て

　
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
上
下
水
道
料
金
の
減
免
を
行
い

ま
す
。

お
知
ら
せ
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

8　月 8 1 0 0 0 1 1 0 0 0 2 1 1 1 32 1 0 31
累　計 37 4 1 0 0 1 4 2 0 0 13 4 3 5 217 13 0 204
（前年比） +10 +2 +1 ±0 -4 -3 +2 -3 ±0 ±0 +6 +4 ±0 +5 +10 -6 ±0 +16

※数値は暫定数です。

子供に対する「いじめ禁止の啓発活動の推進」
　いじめの特徴は、どんな子どもでも被害者や加害者になる
可能性があることです。
　また、いじめる側はゲーム感覚で罪悪感を持たず、いじめ
られる側は周囲に話しても解決できないとあきらめているの
が現状です。
　いじめが起こらないようにするためには、大人（保護者）
がいじめは絶対にしてはいけない悪いことだということを子
どもに意識づけるとともに、大人の意見を無理やりに押し付
けるのではなく、子どもの思いを受け止めながら話を聞くこ
とも大切です。
　また、県警察では子どもを犯罪等の加害者にも被害者にも
させないため、「県民総ぐるみ！子どもの健全育成キャンペー
ン」を実施中です。
　このキャンペーンを通じて子どもの健全育成について、「ま
ずは、大人がルール・マナーを守る」ことをコンセプトに、
地域ぐるみで子どもの規範意識の向上、子どもを見守る地域
社会の絆の強化等に向けた広報啓発活動等を展開しています。
　家庭、学校、地域社会が力を合わせて子どものいじめ防止
の気運を高めましょう。

相談窓口の適切な利用
　岡山県警察では、県民の皆さんが安全・安心に暮らせる地
域づくりのために、警察本部や県内の各警察署に警察安全相
談窓口を設けて、相談を24時間受け付けています。
　事件・事故でお困りの場合や、ＤＶ、ストーカー、児童虐
待といった生命・身体に危害が及ぶ恐れのある事案はもとよ
り、特殊詐欺や悪質商法等の財産をおびやかすおそれのある
事案等についても警察安全相談窓口にご相談ください。
　県警察では、お寄せいただいた相談などに対して、相談者
などのプライバシーに配慮しながら、防犯指導、助言、捜査
などを行い事件・事故の未然防止と被害の拡大防止に努めて
います。
　警察相談専用電話「＃9110」番は、全国共通の電話番号
であり、この短縮番号にちなんで、９月11日を「警察相談
の日」としています。
　緊急を要しない相談等については110番ではなく、「＃
9110」番に電話すれば、電話をかけた地域を管轄する都道
府県警察の警察安全相談窓口につながりますのでご利用くだ
さい。

◦犯罪・交通事故発生状況（平成30年８月末現在）

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
28
日
㈰
＝

井
原
消
防
署
研
修
室
　
午
前
９
時
～

正
午

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問�

井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）１
２
６
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

10
月
1
日
㈪
、
4
日
㈭
、
10
日
㈬
、

11
日
㈭
、
19
日
㈮
、
22
日
㈪
、
26
日

㈮
、
29
日
㈪
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

10
月
１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
、
29
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
８
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
堀
口
映
子
（
里

庄
町
）、
岡
村
昭
春
、
川
上
美
紗
（
倉

敷
市
）
▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金

一
封
）
石
井
町
子
（
下
高
末
）、
松

永
保
宏
（
宇
角
）、妹
尾
小
夜
子
（
南

山
田
）、智
片
通
博
、笠
原
和
仁（
中
）、

妹
尾
孝
之
（
宇
内
）、山
岡
悦
雄
（
小

田
）、
匿
名
希
望
▼
矢
掛
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
匿
名
希
望
▼
美
川
公
民

館
へ
（
金
一
封
）
石
井
宏
幸
（
下
高

末
）、
松
永
保
宏
（
宇
角
）
▼
川
面

公
民
館
へ（
金
一
封
）妹
尾
孝
之（
宇

内
）
▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

田
尻
文
子
（
矢
掛
）、
齋
藤
祐
子
、

髙
月
晴
子
（
浅
海
）、
佐
藤
　
誠
、

井
上
和
恵
（
江
良
）、
匿
名
希
望
▼

美
術
館
へ
（
絵
画
）
植
田
賢
二
（
岡

山
市
）
▼
矢
掛
病
院
へ
（
金
一
封
）

池
田
弘
義
（
西
川
面
）
▼
た
か
つ
ま

荘
（
金
一
封
）
智
片
通
博
（
中
）
▼

矢
掛
寮
（
野
菜
）
匿
名
希
望

人
事
異
動
（
８
月
31
日
付
け
）

　【退
職
者
】

　
　
副
町
長
　
武
　
井
　
道
　
忠

17 平成30年９月号



平
成
30
年
9
月
18
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/

2018

№ 582
9

この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2018. 9
vol.75

心肺蘇生法ＡＥＤ研修
　毎年行っている「心肺蘇生法 AED 研修」。教職員や運動部の部員たちを
中心に、突然の事故にも対応できるよう真剣に研修を受けました。AED機
器の扱いにも次第に慣れ、周囲の人々と協力して救助活動を行うコツを身
につけました。

７月 27日㈮

インバウンド神楽モニターツアー
　外国人観光客に神楽の魅力を体感してもらおう！そんな目的で開かれた
「インバウンド神楽モニターツアー」。やかげ町家交流館さんのお誘いで、
本校「神楽ガールズ」がプロデュースする一泊二日のツアーが実現しました。
神楽太夫・芳友会さん、矢掛屋さん、清邦庵さん、大通寺さん、本陣屋さ
んなど、多くの皆さんにご協力いただきました。

８月11日㈯～12日㈰

オープンスクールだより

囲碁  全国大会
　岡山県代表として参加した囲碁の全国大会。７月末に東京で、８月初め
に長野で、それぞれ個人戦や団体戦などに挑戦しました。全国の強者たち
と対峙する中で、相手以上に自分に勝つことの難しさも学びました。

７月 23日㈮～24日㈫／８月６日㈪～８日㈬

始業式
　少し早めの始業式が行われました。この日から、同窓会、矢掛町、NPO
法人カタリバさんの四者協働支援により、豪雨水害で遠方へ引っ越しを余
儀なくされた生徒を対象にした臨時スクールバスも運行。JR新倉敷駅から
本校まで、直通の通学サポートが開始されました。

８月 22日㈬

同窓会からのお知らせ

と　き：11月18日㈰
　　　　受　付  午前10時
　　　　総　会  午前11時
　　　　懇親宴  正午～午後２時

ところ：倉敷アイビースクエア

連絡先：
　岡山県立矢掛高等学校事務室
　TEL.0866-82-0045

平成30年度
矢掛高校総会・同窓会

７月27日㈮オープンスクールを開催しました。

　今年度は232名の中
学生が参加（昨年度よ
り若干増加）。全体説明
や体験授業、部活体験
など、いろいろな学校
の雰囲気を感じて帰っ
てもらえました。アン
ケート結果では、矢高
での体験は良かったと
感じた人、95.7%！で
した。

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
総務企画課秘書広報室  ☎（82）1010  有線0522問産業観光課商業観光係　☎（82）1016問

　アプリで各スポットを回りスタンプラリー
に挑戦したり、ポイントを集めてお得な電子
クーポンに交換できる、矢掛町公式観光アプ
リです。
　音声ガイドが聴ける上に、多言語（日本語・
英語・中国語・韓国語）にも対応。スポット
までのルート検索も簡単にできます。

矢掛町公式観光アプリ「矢掛探訪」
スマホで矢掛を探訪、お得なクーポンも貯まる
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